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産
業
祭
実
行
委
員
会
（
商

工
会
、Ｊ
Ａ
田
辺
基
幹
支
店
、

市
）
は
、
地
域
産
業
全
般
の

振
興
発
展
と
文
化
の
融
合
な

ら
び
に
市
民
と
の
交
流
を
通

じ
て
地
域
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
「
産
業
祭
２
０

０
６
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
１９
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育

館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

と
そ
の
周
辺

内
容
＝
▼
田
辺
中
央
体
育

館
…
農
産
物
品
評
会
、
女
性

部
加
工
品
手
芸
品
展
示
販

売
、
恐
竜
模
型
展
示
、
親
子

恐
竜
模
型
教
室
、
住
ま
い
の

相
談
、
耐
震
関
連
品
展
示
、

し
も
ぐ
ち
☆
雅
充
ラ
イ
ブ
・

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
一
休
さ
ん

カ
ー
ド
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

産
業
祭
開
き
ま
す�

11月19日�

農
産
物
販
売
や
模
擬
店
な
ど�

産
業
祭
開
き
ま
す�
産
業
祭
開
き
ま
す�

産
業
祭
２
０
０
６

産
業
祭
２
０
０
６�

産
業
祭
２
０
０
６

産
業
祭
２
０
０
６�

産
業
祭
２
０
０
６

産
業
祭
２
０
０
６�

産
業
祭
２
０
０
６�

会
、
骨
密
度
測
定
、
健
康
保

険
相
談
、
市
消
費
生
活
展
、

牛
乳
パ
ッ
ク
５
枚
と
マ
イ
バ

ッ
ク
（
買
い
物
袋
）
交
換
会

▼
田
辺
中
央
体
育
館
周
辺
…

一
般
商
品
・
農
産
物
販
売

店
、
各
種
飲
食
店
、
各
種
模

擬
店
、
玉
露
無
料
接
待
、
農

機
具
展
示
ほ
か
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
愛
の
献
血
コ
ー
ナ
ー

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
と

駐
車
場
周
辺
…
Ｊ
Ａ
表
彰

式
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

花
と
緑
の
コ
ー
ナ
ー

車
で
来
場
の
人
は
左
図
の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
商
工
会(

�

６２
・
０
０
９
３)

田辺中央
体 育 館 �

市役所庁舎�

中 央 �
公民館�

田 辺 �
中学校�

消 防
本 部 � 宅急便�

田辺公園田辺公園
野 球 場野 球 場 �

田辺公園田辺公園
多 目 的多 目 的 �
運動広場運動広場�

体育館駐車場体育館駐車場�

職員駐車場職員駐車場�

田辺公園
野 球 場 �

田辺公園
多 目 的 �
運動広場�

体育館駐車場�

職員駐車場�

国道307号�

山
手
幹
線�

府
道
八
幡
木
津
線�

産業祭　駐車場位置図�

コミュニティ�
ホ ー ル �

保 健 �
センター�

Ｎ�

晴天に恵まれ快走�晴天に恵まれ快走�

市民マラソン�

快晴に恵まれた10月22日、市民マラソン大
会が行われ、384人が参加しました。選手た
ちは、木津川サイクリングロードを元気いっ
ぱい快走しました。
親子ペアの部に出場した西垣和宏さんは

「しんどかったけど気持ちよかった。息子が
３年生なので、この部に出場できるのは今年
が最後。まだまだ息子には負けてません」と
笑顔で話してくれました。

にぎわいをみせる昨年の産業祭

親子で仲良く走り出す選手たち（田辺木津川運動公園）

普
賢
寺
小
学
校
は
、
市
内

ど
こ
か
ら
で
も
就
学
で
き
る

学
校
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
普
賢

１０
月
２６
日
、
本
市
教
育

委
員
会
は
、
収
賄
事
件
で

平
成
１８
年
１０
月
２０
日
に
起

訴
さ
れ
ま
し
た
教
育
委
員

会
主
査
を
市
職
員
懲
戒
審

議
会
の
答
申
を
受
け
、
懲

戒
免
職
処
分
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
管
理
監
督
者
の

処
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
１８
年
１０
月
２３
日
に
同

職
員
が
再
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、

こ
の
事
件

の
全
容
が

明
ら
か
に

な
っ
た
時
点
で
対
処
し
た

く
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
職
員
一
同
、

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を

高
め
、
市
民
の
信
頼
を
裏

切
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

さ
ら
に
徹
底
し
て
綱
紀
粛

正
、
秩
序
維
持
に
努
め
、

再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

京京
田田
辺辺
市市
教教
育育
委委
員員
会会

市
教
委
主
査
を
懲
戒
免
職

寺
小
学
校
（
�
６５
・
０
０
５

３
）

収
賄
事
件
の
処
分

特
認
校
の
児
童
募
集
に
あ
た

り
、
見
学
会
と
説
明
会
を
開

き
ま
す
。

開
催
日
＝
１１
月
２５
日
�

時
間
＝
▼
見
学
会
…
午
前

９
時
４０
分
〜
午
後
０
時
２０
分

▼
説
明
会
…
午
後
２
時
〜
３

時
児
童
の
学
習
発
表
会
と
親

子
ふ
れ
あ
い
活
動
の
見
学
で

す
。
就
学
を
希
望
す
る
保
護

者
は
、
別
途
個
別
に
学
校
長

と
の
面
談
が
あ
り
ま
す
。
車

で
来
校
す
る
時
は
、
運
動
場

に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
玄
関
で
受
け
付
け
を
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
当
日
、

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

384人が元気いっぱいに　�384人が元気いっぱいに　�
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平成18年度の税制改正に伴い、住民税の控除が下表のとお
り変わります。同20年度課税から「損害保険料控除」が原則
廃止され、「地震保険料控除」が加わります。
ただし、「長期損害保険（保険期間10年以上かつ、満期返
戻金あり）」は、今年の12月31日までに締結した場合には継
続して適用されます（最高1万円、地震保険料控除と合わせ
て最高2万5千円）。
くわしくは、税務課（�64-1317）へお問い合わせくださ
い。

損害保険料から地震保険料へ�

平
成
２０
年
度
か
ら�

住民税の控除が変わります住民税の控除が変わります�住民税の控除が変わります�

※平成19年度は従来通り損害保険料控除の適用はあります。�
※上記はすべて住民税ベースの控除額です。�
　所得税控除限度額：Ａ地震保険料控除　　　   5万円�
　　　　　　　　　　Ｂ長期損害保険料控除　1.5万円�
　　　　　　　　　　Ｃ短期損害保険料控除　0.3万円�
　　　　　　　　　　Ａ＋Ｂ合わせて　　　　   5万円�
　　　　　　　　　　Ｂ＋Ｃ合わせて　　　　1.5万円�

原則廃止�

平成18年12月31日までに締結したもの�

控除の適用なし�

Ａ地震保険料控除�

Ｂ長期損害保険料控除�

Ｃ短期損害保険料控除�

控除の適用なし�

最高1万円�

最高0.2万円�

（保険期間10年以上かつ�
満期返戻金有りの損害保険）�

（上記以外の損害保険）�

合わせて�
最高1万円�
の控除�

最高2万5千円�

経過措置として存続�

合わせて最高�
2万5千円の控除�

平成19年度まで� 平成20年度以降�

表）平成20年度からの変更点�

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」の
は
が
き
が
、

社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
１１
月

初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

証
明
内
容
は
、
①
今
年
１

月
か
ら
１０
月
２
日
ま
で
に
納

付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

額
と
②
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額

で
す
。

納
付
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場

合
も
、年
内
に
納
付
す
れ
ば
、

今
年
分
の
控
除
と
し
て
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
１０

月
３
日
以
降
に
今
年
初
め
て

保
険
料
を
納
付
す
る
人
は
、

翌
年
２
月
初
旬
に
同
様
の
証

人
の
申
告
書
に
添
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
】

設
置
期
間
＝
平
成
１８
年
１１

月
１
日
�
か
ら
同
１９
年
３
月

１６
日
�
ま
で（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
１２
月
２９
日
�
〜
１
月

３
日
�
を
除
く
）

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

問
合
せ
先
＝
▼
控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
０
５

７
０
・
００
・
９
９
１
１
）
▼

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
７
５
・
６
４
３
・
２

５
４
７
）

所
得
税
に
は
、
納
税
者
の

税
を
負
担
す
る
能
力
に
応
じ

た
課
税
を
行
う
た
め
に
各
種

の
控
除
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
の
際
に
、
あ
ら
か

じ
め
「
公
的
年
金
等
の
受
給

者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書

（
は
が
き
）」（
以
下
、「
扶
養

親
族
等
申
告
書
」
と
い
い
ま

す
）
を
、
社
会
保
険
庁
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
扶
養
親
族
等
申
告
書

は
、
毎
年
１０
月
下
旬
に
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項

を
書
い
て
、
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
に
す
み
や
か
に
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
期
限
は
、
社

会
保
険
庁
が
指
定
す
る
１２
月

上
旬
の
日
（
今
年
は
１２
月
１

日
�
）
が
扶
養
親
族
等
申
告

書
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
が
届

か
な
い
場
合
や
な
く
し
た
場

合
な
ど
に
は
、
京
都
南
社
会

保
険
事
務
所
、
ま
た
は
「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、

所
得
税
の
控
除
を
受
け
る
た

め
の
大
切
な
届
書
で
す
。
申

告
書
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、

控
除
申
告
が
な
い
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
老
齢
年
金
な
ど

（
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
）
に
は
、

所
得
税
法
上
、「
雑
所
得
」

と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま

す
（
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
）。所得

税
は
受
け
取
る
年
金

か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す

が
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な

る
の
は
、
年
金
額
が
１
５
８

万
円
（
６５
歳
未
満
の
人
は
１

０
８
万
円
）
以
上
の
人
の
み

で
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
（
�
０
５
７
０
・

０７
・
１
１
６
５
）
▼
京
都
南

社
会
保
険
事
務
所
（
�
０
７

５
・
６
４
３
・
３
５
４
１)

花住坂動物病院�

住所�

新田辺動物病院�
健康ケ丘動物病院�京田辺市大住大欠16-51

京田辺市花住坂2-19-1
京田辺市草内大東41-8

病院名�

�63-6900
電話番号�

�63-6553

あず動物病院�
�63-7539

京田辺市三山木田中50 �63-7684

府獣医師会所属の市内動物病院�

生
後
９１
日
以
上
の
犬
に

は
、
一
生
に
１
回
の
登
録
と

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

の
接
種
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
登
録
】

府
獣
医
師
会
所
属
の
市
内

動
物
病
院
ま
た
は
市
役
所
環

境
課
窓
口
で
、登
録
申
請
し
、

鑑
札
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
登
録
に
は
、
３
千
円

の
手
数
料
が
必
要
で
す
。

市
外
で
登
録
の
犬
は
、
市

役
所
環
境
課
窓
口
で
、
転
入

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
鑑
札
は
無
償
交
換
と
な

り
ま
す
。

【
狂
犬
病
予
防
注
射
】

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
必

ず
年
に
１
回
受
け
て
く
だ
さ

い
。
注
射
料
は
市
の
集
合
予

防
注
射
と
府
獣
医
師
会
所
属

の
動
物
病
院
で
は
、
２
千
６

５
０
円
、
注
射
済
票
交
付
手

数
料
は
５
５
０
円
で
す
。

注
射
時
に
は
、
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
鑑
札

や
注
射
済
票
は
迷
子
札
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
首
輪

に
つ
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

鑑
札
や
注
射
済
票
を
無
く

し
た
時
は
、
環
境
課
で
再
交

付
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
再

交
付
手
数
料
は
鑑
札
が
１
千

６
０
０
円
、
注
射
済
票
が
３

４
０
円
で
す
。

【
飼
い
主
が
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
】

自
身
の
保
険
料
を

納
め
て
い
る
人
は

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納

付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市

町
村
民
税
な
ど
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告

す
る
場
合
に
は
、
今
年
１
年

間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を

含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険

料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

な
ど
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会

社
な
ど
が
発
行
す
る
控
除
証

明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保

生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
に�

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射�

申
告
書
の
提
出
を

申
告
書
の
提
出
を�

申
告
書
の
提
出
を�

年
金
に
も
税
金
が
か
か
り
ま
す�

所得税控除�
た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の

全
額
が
納
付
し
た
人
の
所
得

税
な
ど
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

年
末
調
整
な
ど
の
手
続
き
の

際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料

の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
家
族

分
の
証
明
書
も
、
申
告
す
る

�
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
散
歩

の
時
は
必
ず
引
き
綱
を
つ
け

て
、
犬
を
制
御
で
き
る
人
が

散
歩
さ
せ
て
く
だ
さ
い

�
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
処
理

は
、
飼
い
主
が
必
ず
適
正
に

処
理
し
ま
し
ょ
う

�
犬
を
捨
て
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
捨
て
る
と
動
物
愛
護

法
第
２７
条
第
３
項
で
処
罰
さ

れ
ま
す
（
３０
万
円
以
下
の
罰

金
）問

合
せ
先
＝
環
境
課
（
�

６４
・
１
３
６
６
）

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
結
果
と
し
て
、
平
成
１８

年
中
に
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
付
し
た
人
全
員
に
こ
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
こ

の
証
明
書
や
領
収
証
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
保
険
料
も

納
め
て
い
る
人
は

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被

保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
や
配
偶

者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
世
帯
主
ま

た
は
配
偶
者
と
し
て
家
族
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
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検
査
費
を
助
成�

飛

散

性

�

ア
ス
ベ
ス
ト�

平
成
８
年
度
以
前
の
建
物
対
象
に�

費用の半分�
２万円まで�

市
は
、
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス

ト
の
検
査
費
に
か
か
る
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
建
物
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
い
る
飛
散
性

ア
ス
ベ
ス
ト
（
吹
き
付
け
）

が
み
な
さ
ん
に
不
安
を
与
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
安
を

減
ら
す
た
め
に
飛
散
性
ア
ス

ベ
ス
ト
の
含
有
に
つ
い
て
の

検
査
に
か
か
る
費
用
を
助
成

す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
も
の
＝
平
成

８
年
度
以
前
に
施
工
さ
れ
た

市
内
に
あ
る
建
築
物
・
工
作

物
対
象
者
＝
建
築
物
・
工
作

物
を
所
有
し
て
い
る
人

過
去
に
石
綿
の
製
造
や
取

り
扱
う
作
業
に
従
事
し
た
こ

と
の
あ
る
退
職
者
で
、
次
の

す
べ
て
の
項
目
を
満
た
す
人

を
対
象
に
、
国
が
無
料
の
特

別
健
診
を
行
い
ま
す
。

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
＝
①
石
綿
に
か
か
る

健
康
管
理
手
帳
を
所
有
し
て

い
な
い
こ
と
②
従
事
し
て
い

た
作
業
が
特
定
で
き
る
こ
と

③
初
回
の
ば
く
露
か
ら
１０
年

以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
④

以
前
、
石
綿
作
業
に
従
事
し

て
い
た
事
業
場
が
廃
業
や
倒

産
、
退
職
者
に
対
す
る
健
診

の
実
施
を
拒
否
な
ど
の
理
由

で
石
綿
健
診
を
受
診
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
こ
と

補
助
金
額
＝
検
査
に
要
し

た
費
用
の
２
分
の
１
以
内
で

２
万
円
を
上
限

申
込
方
法
＝
事
前
調
査
依

頼
書
に
、
検
査
し
よ
う
と
す

る
建
材
の
写
真
と
使
用
状
況

が
わ
か
る
資
料
（
建
築
確
認

書
な
ど
）
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い

検
査
は
、
あ
ら
か
じ
め
設

内
容
＝
▼
一
次
健
診
（
問

診
、胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）

▼
二
次
健
診
（
一
次
健
診
で

必
要
と
な
っ
た
人
、
Ｃ
Ｔ
検

査
、
業
務
歴
の
調
査
な
ど
）

費
用
＝
無
料

申
込
期
間
＝
１１
月
１
日
�

〜
１７
日
�

申
し
込
み
後
、
受
診
対
象

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判

断
し
、
後
日
健
診
方
法
な
ど

の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

健
診
機
関
（
い
ず
れ
も
京

都
市
中
京
区
内
）
＝
▼
�
京

都
工
場
保
健
会
▼
�
京
都
健

康
管
理
研
究
会
　
中
央
診
療

所
▼
�
京
都
予
防
医
学
セ
ン

タ
ー申

込
・
問
合
せ
先
＝
▼
�

者
の
遺
族
で
、
時
効
に
よ
り

労
災
保
険
法
の
遺
族
補
償
給

付
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し

た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

特
別
遺
族
給
付
金
の
う

ち
、
特
別
遺
族
年
金
は
請
求

10月6日と10月16日に、
人権擁護委員の小畠壽子
さんと神谷ミチヨさん
は、松井ケ丘小学校と大
住小学校を訪れ、人権の
花である水仙の球根や植
木鉢などを生徒に贈りま
した。
小畠さんと神谷さんは
子どもたちに、「相手の
立場になって考え、人を
思いやることができる心
を持てるようになってく
ださい」と球根を手渡すと、子どもたちは、「みんなで大切に育
て、きれいな花を咲かせます」と言って受け取りました。
贈呈品は、2校で球根340球、植木鉢180個、プランター20個、
培養土26袋、画用紙330枚などです。
「人権の花」運動は、水仙の花の
栽培から鑑賞を通じて、人権意識の
高揚を図る法務省主催の運動です。

９
月
２６
日
、
本
市
推
薦
の

小
畠
壽
子
さ
ん
（
６５
）
が
、

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

小
畠
さ
ん
は
、
永
年
に
わ

た
っ
て
人
権
擁
護
委
員
と
し

を
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
支

給
の
対
象
と
な
る
た
め
、
早

め
に
請
求
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
法
施
行
日

（
平
成
１８
年
３
月
２７
日
）
か

ら
３
年
を
経
過
し
た
時
は
請

求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
京
都
労
働

局
労
災
補
償
課
（
�
０
７

５
・
２
４
１
・
３
２
１
７
）

▼
京
都
南
労
働
基
準
監
督
署

（
�
０
７
５
・
６
０
１
・
８

３
２
１
）

計
図
書
や
目
視
に
よ
る
市
の

調
査
を
受
け
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
建
材
に
つ
い

て
行
う
も
の
に
限
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
施
設

管
理
課（
�
６４
・
１
３
４
２
）

京
都
工
場
保
健
会
（
�
０
７

５
・
８
２
３
・
０
５
３
４
）

▼
�
京
都
健
康
管
理
研
究
会

中
央
診
療
所
（
�
０
７
５
・

２
１
１
・
４
５
０
１
）
▼
�

京
都
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

（
�
０
７
５
・
８
１
１
・
９

１
３
１
）法

務
大
臣
表
彰
に
小
畠
氏�

地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
尽
力�

て
、
身
近
な
困
り
ご
と
に
対

す
る
相
談
業
務
や
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
・
高
揚
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の

で
、
平
成
５
年
４
月
に
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
＝
▼
１１
月
１３
日
�
〜

１７
日
�
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
７
時
３０
分
▼
１１
月
１８
日

�
・
１９
日
�
午
前
１０
時
〜
午

後
５
時

電
話
番
号
＝
０
５
７
０
・

０
７
０
・
８
１
０

ち
の
人
は
、
検
察
審
査
会
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

や
申
し
立
て
費
用
は
一
切
不

要
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙

権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら

無
作
為
に
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
た
１１
人
の
審
査
員
が
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か

っ
た
こ
と
の
良
し
悪
し
を
審

査
し
ま
す
。

審
査
員
の
候
補
者
を
選
ぶ

に
当
た
り
、
市
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
が
「
く
じ
」
を

行
い
ま
す
の
で
、
審
査
員
に

選
ば
れ
た
時
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
京
都
検
察
審

査
会
事
務
局
（
�
０
７
５
・

２
１
１
・
４
１
１
１
）

特
別
遺
族
給
付
金

特
別
遺
族
給
付
金
は
、
平

成
１３
年
３
月
２６
日
以
前
に
石

綿
の
ば
く
露
を
原
因
と
す
る

疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
労
働

問
合
せ
先
＝
人
権
啓
発
推

進
課
（
�
６４
・
１
３
３
６
）

人権の
花

人権の
花�

人権の
花� 水仙２小学校へ�水仙を２小学校へ�

人を思いやる心を持って�人を思いやる心を持って人を思いやる心を持って�人を思いやる心を持って�

人権擁護委員（左から神谷さん、小畠さん）から
水仙の球根を受け取る松井ケ丘小学校児童代表

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

京
都
府
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結

婚
・
離
婚
・
扶
養
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
）
や

職
場
内
（
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
）
の
悩
み

ご
と
、近
隣
間
の
も
め
ご
と
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
に
つ

い
て
、
女
性
の
人
権
擁
護
委

員
が
秘
密
厳
守
で
電
話
に
よ

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
の
日
時
、
電
話
番
号

不
起
訴
不
満
は

検
察
審
査
会
へ

「
交
通
事
故
・
詐
欺
・
脅

し
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に
遭

い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
…
。」

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持

みんなで大切に育てます�みんなで大切に育てます�みんなで大切に育てます�

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
情

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
情

報
課
（

報
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
情

報
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

＜ 4  ＞

なやみごと相談
11月8日�中央公民館、22日�三
山木福祉会館。午後1時30分～4時。
�人権啓発推進課（�62-4343）

市民無料法律相談
▼11月15日�（11月1日�から電
話予約）。▼12月6日�（11月17日
�から電話予約）。午後1時30分～
4時30分。市民相談室。
�人権啓発推進課（�62-4343）

府民無料法律相談
11月20日�午後1時30分～4時30
分、田辺地域総務室。11月17日�
から電話予約。
�田辺地域総務室（�62-0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、CIK
ビル（近鉄新田辺駅西）。予約制、
40分5,250円。
�京都弁護士会（�075-231-2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30分～3
時30分、田辺児童館。
�田辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正午・午後
1時～4時30分、普賢寺児童館。
�普賢寺児童館（�65-0153）

すくすく子育て相談
毎週月～金曜日午前9時30分～午
後4時、電話相談。毎週月・水曜
日午後1時～4時、来所相談。
�地域子育て支援センター（�
62-1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～正午・
午後1時～4時30分。
�こども福祉課（�64-1377）

妊婦・乳幼児相談
（たまご・赤ちゃんサロン）
11月2日�午前9時～10時30分、保
健センター。
�こども福祉課（�64-1377）

女性の相談室
▼11月2日�・9日�・16日�午
後1時30分～4時30分▼法律相談＝
22日�午後1時30分～3時。いずれ
も女性交流支援ルーム。
�女性交流支援ルーム（�65-
3727）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予約制。
2日�松井ケ丘小（�62-8888）
9日�田辺東小（�62-4348）

桃園小（�63-6335）
14日	三山木小（�62-1055）
16日�草内小（�62-0054）

大住小（�62-0046）

ふれあい相談室
毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時、社会福祉セン
ター。まずはお電話ください。

心配ごと相談
11月6日�・15日�・24日�午後1
時30分～4時、社会福祉センター。

心配ごと出張相談
▼11月10日�午前10時～正午、中
部住民センター。▼21日	午後1時
30分～4時、北部住民センター。

高齢者等のための「これから
のこと」相談
福祉サービス利用援助事業。▼
11月6日�午前10時～正午、東住
宅公民館。▼30日�午前10時～正
午、社会福祉センター。

税務相談
11月6日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

司法書士法律相談
11月15日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

成年後見制度相談
11月10日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

弁護士無料法律相談
11月24日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

土曜日なんでも相談
11月18日�午前10時～正午、社
会福祉センター。予約制。

多重債務相談
11月30日�午後1時30～4時、社
会福祉センター。予約制。

一般健康相談（成人対象）
▼毎週月曜日午前9時～11時、保
健センター。保健師・栄養士によ
る相談（予約制）。▼11月9日�午後
1時30分～3時、東住宅公民館。▼11
月15日�午後1時30分～3時、北部住
民センター（予約制）。▼11月20日
�午後1時45分～3時30分、保健セン
ター。医師による相談。

リハビリ相談
11月14日	午前9時～11時、保
健センター（�63-2662）。

こころの健康相談
11月13日�午後1時45分～3時30
分、保健センター。

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

健康介護課�
（�64-1335）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

21日	田辺小（�62-0044）
30日�薪小（�63-2000）

消費生活相談
毎週水・金曜日午後1時30分～4
時、市役所306会議室。
�産業政策課（�64-1319）

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

今月の�

相�談�事�業�日�程�

１１
月
９
日
〜
１５
日
は

秋
の
火
災
予
防
運
動

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
火
災

予
防
の
普
及
を
図
る
も
の

で
、
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

期
間
中
、
消
防
本
部
で
は

防
火
指
導
な
ど
を
行
い
ま

す
。
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
知

地域で高める防災力�
万一に備える市民・事業所・消防団�
地域で高める防災力�地域で高める防災力�

自
主
防
災
組
織

自
衛
消
防
隊

地
震
を
は
じ
め
と
す
る
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
。
過
去
の
災
害
で

は
初
動
時
の
活
動
が
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
」「
身
近
な
地
域
で
助
け
合
う
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、
市
民
や
地
域
の

自
主
的
な
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
市
民
で
つ
く
る
自
主
防
災

組
織
や
事
業
所
が
取
り
組
む
自
衛
消
防
隊
、
そ
し
て
消
防
団
を
紹
介
し
ま
す
。

市
内
の
事
業
所
も
万
一
の

時
に
事
業
所
や
従
業
員
、
顧

客
を
守
る
た
め
、
自
衛
消
防

隊
を
組
織
し
、
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
の
２７
事
業
所

が
自
衛
消
防
隊
を
組
織
。
災

害
に
対
す
る
事
業
所
の
自
主

防
災
体
制
を
確
立
し
、
事
業

所
同
士
の
連
携
を
図
ろ
う
と

自
衛
消
防
隊
連
絡
協
議
会
を

結
成
し
て
い
ま
す
。

同
会
の
大
河
二
郎
会
長

市
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
耐

震
診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
＝
木
造
住
宅
で
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
も
の

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
完
成
し
て

い
る
も
の
②
延
べ
床
面

積
が
２
４
０
㎡
以
下

で
、
そ
の
２
分
の
１
以

上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
③
簡

易
耐
震
診
断
を
用
い
た
自
己
診
断
の
結
果
、
評
点
が
１０
点

未
満
で
あ
る
こ
と

対
象
者
＝
住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
居
住
者
で
、
本
市
の

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

申
込
方
法
（
必
要
書
類
）
＝
▼
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断

士
派
遣
申
込
書
（
所
有
者
と
居
住
者
が
異
な
る
場
合
は
同

意
書
を
添
付
）
▼
簡
易
耐
震
診
断
結
果
書
「
誰
で
も
で
き

る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
▼
建
築
確
認
通
知
書
・
住
宅
の

登
記
簿
謄
本
・
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
な
ど
所
有
者
、

建
築
年
月
が
わ
か
る
書

類
。
所
有
者
と
居
住
者

が
異
な
る
場
合
は
賃
貸

契
約
書
な
ど
所
有
者
と

居
住
者
が
わ
か
る
書
類

費
用
＝
２
千
円
（
調
査
終
了
時
に
支
払
い
）

募
集
戸
数
＝
７９
戸
（
申
込
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

申
込
期
間
＝
１１
月
１
日
�
〜
１２
月
２９
日
�

派
遣
時
期
は
、
平
成
１９
年
１
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
施
設
管
理
課（
�
６４
・
１
３
４
２
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

専
門
家
を
派
遣
し
調
べ
ま
す

山
城
大
橋
付
近
に
建
つ

「
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
新
田
辺
ア

カ
デ
ミ
ア
」。
１
・
２
号
棟

合
わ
せ
、
５
０
０
世
帯
を
超

え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
自
主
防

災
組
織
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
建
築
家
と
し
て
実
際
に
現

場
を
見
て
、
ま
た
マ
ン
シ
ョ

ン
で
は
住
民
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
り
が
ち
な
の
で
、

何
か
し
た
か
っ
た
」
と
草
島

保
雄
会
長
。

２
年
ほ
ど
前
か
ら
主
婦
ら

を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

の
防
犯
活
動
が
活
発
に
な

り
、
ま
た
防
災
意
識
の
高
ま

り
を
受
け
、
自
主
防
災
組
織

を
結
成
。
そ
れ
ま
で
は
２
つ

の
棟
同
士
の
交
流
は
少
な
か

っ
た
そ
う
で
す
が
、「
活
動

を
通
じ
て
顔
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
互
い
に
知
る
こ
と

で
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
ま
だ
ま
だ
一
般
の
人
の

防
災
へ
の
意
識
は
低
い
。
自

分
の
身
に
な
ら
な
い
と
な
か

な
か
高
ま
り
ま
せ
ん
ね
」
と

意
識
を
高
め
よ
う
と
努
め
て

い
ま
す
。
防
災
組
織
に
つ
い

は
、「
協
議
会
で
は
、
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
た
め
訓
練
大
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
他
の
事
業
所
の
訓

練
成
果
を
見
る
こ
と
は
刺
激

に
も
な
り
、
参
考
に
な
る
点

も
あ
り
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
の
活
動
に

対
し
て
も
「
企
業
の
社
会
的

責
任
と
い
う
面
か
ら
も
、
地

域
と
協
力
で
き
る
部
分
に
つ

い
て
は
協
力
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
、

会
員
間
で
協
力
体
制
を
組
む

な
ど
の
連
携
を
目
指
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

消
火
栓
訓
練
の
部
で
優
勝
し

た
駒
宏
美
さ
ん
は
、「
３
年

ぶ
り
に
消
火
器
訓
練
の
部
に

出
場
し
、
優
勝
で
き
て
う
れ

し
い
で
す
。
今
後
、
何
か
あ

っ
た
時
に
活
か
せ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
屋
内
消
火
栓
訓
練

の
部
で
は
１０
事
業
所
が
参
加

し
、
医
療
法
人
石
鎚
会
田
辺

中
央
病
院
が
優
勝
。「
入
賞

以
上
が
続
い
て
い
た
の
で
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
が
、
業

務
の
中
で
練
習
し
た
成
果
が

出
せ
て
よ
か
っ
た
。
火
災
が

現
実
に
起
き
た
時
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
す
る
の
が
重
要

で
す
ね
」
と
述
べ
ま
し
た
。

新
し
い
住
民
が
増
え
つ
つ

あ
る
新
興
戸
地
区
で
も
自
主

防
災
組
織
へ
の
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
ま
す
。

「
い
つ
ど
こ
で
地
震
が
起

き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
意
識

を
新
た
に
し
な
い
と
、
い
ざ

と
い
う
時
に
対
応
で
き
な

い
」
と
ま
ず
は
組
織
づ
く
り

に
着
手
し
た
自
治
会
長
の
児

玉
益
男
さ
ん
。

同
会
で
は
自
治
会
の
組
織

に
合
わ
せ
て
防
災
組
織
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
運
動
会
や
地
蔵
盆
な
ど

の
自
治
会
行
事
で
も
、
準
備

か
ら
実
施
ま
で
グ
ル
ー
プ
単

位
で
集
ま
っ
て
話
を
す
る
。

そ
の
中
で
自
然
と
ふ
れ
あ
い

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
つ
な

が
り
が
最
終
的
に
は
地
域
の

助
け
合
い
に
つ
な
が
る
は

ず
」
と
住
民
同
士
の
き
ず
な

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
９
月
に
同
地
区
で

火
災
が
発
生
し
た
時
に
は
、

消
防
団
に
よ
る
訓
練
に
参
加

し
て
い
た
地
元
の
人
た
ち
の

手
で
初
期
消
火
を
行
い
、
延

焼
を
防
い
だ
こ
と
も
。

「
訓
練
が
実
際
に
役
立
ち

ま
し
た
。
無
関
心
で
は
い
け

な
い
。
日
ご
ろ
か
ら
お
互
い

に
助
け
合
え
る
人
間
関
係
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
防
災
意

識
の
高
揚
に
努
め
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
防
災
力

の
向
上
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
消
防
団
。
現
在
、

本
市
で
は
５
分
団
３０
部
、

３
１
８
人
の
団
員
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。

団
長
の
中
川
雅
義
さ
ん

は
、「『
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と

い
う
精
神
の
も
と
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
に
日
々
訓

練
・
研
修
を
重
ね
て
い
ま

す
。
隔
年
だ
っ
た
市
長
査

閲
を
毎
年
行
う
な
ど
、
団

員
の
士
気
の
高
揚
に
努
め

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

近
年
で
は
団
員
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
化
が
進
み
、
団

員
の
確
保
が
課
題
と
話
す

中
川
団
長
。「
自
分
た
ち
の

地
域
を
守
る
た
め
に
も
ぜ

ひ
消
防
団
の
活
動
に
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

地
域
を
守
る

団
員
を
募
集

市
内
に
在
住
・
通
勤
す

る
１８
歳
以
上
の
人
が
対
象

で
す
。
災
害
時
の
後
方
支

援
だ
け
で
な
く
、
広
報
啓

発
活
動
や
防
火
指
導
な
ど

も
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
消
防
本
部

（
�
６３
・
７
８
２
５
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

団
員
生
活
３０
年

長
尾
繁
夫
さ
ん

第
１
分
団
第
６
部
に
所
属

す
る
長
尾
繁
夫
さ
ん
。
松
井

ケ
丘
に
消
防
団
が
発
足
し
て

以
来
、
団
員
と
し
て
３０
年
に

わ
た
り
活
躍
し
て
い
ま
す
。

団
員
生
活
で
は
、
同
部
が

平
成
１４
年
に
全
国
消
防
操
法

大
会
に
出
場
し
た
時
に
、
プ

ラ
カ
ー
ド
を
手
に
行
進
し
た

こ
と
が
印
象
深
い
そ
う
で
す
。

「
仕
事
を
抱
え
、
訓
練
に

参
加
で
き
な
い
人
の
分
ま
で

が
ん
ば
ら
な
く
て
は
」
と
、

定
年
を
過
ぎ
た
６２
歳
の
現
在

も
訓
練
に
毎
回
参
加
し
、
現

場
で
も
第
一
線
に
立
っ
て
い

ま
す
。
若
い
人
た
ち
に
も
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
話
す
一

方
で
、「
生
涯
現
役
で
が
ん

ば
り
た
い
で
す
」
と
力
強
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

草島保雄さん

互
い
に
知
る
こ
と
で�

助
け
合
え
る
の
で
は�

ア
カ
デ
ミ
ア
自
主
防
災
防
犯
会�

児玉益男さん

自
治
会
活
動
を
通
じ�

人
間
関
係
づ
く
り
を�

新
興
戸
自
主
防
災
会�

大河二郎さん

識
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
践
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
　
命
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や

め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や

す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ

ば
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火

を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製

品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に

消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火

器
な
ど
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不

自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
。問

合
せ
先
＝
消
防
本
部
予

防
課
（
�
６３
・
７
８
２
６
）

普
通
救
命
講
習
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
応
急
手

当
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

【
１１
月
１９
日
�
】

場
所
＝
消
防
署

定
員
＝
２０
人

【
１２
月
２
日
�
】

場
所
＝
消
防
署
北
部
分
署

定
員
＝
１０
人

【
時
間
】

午
前
９
時
〜
正
午

参
加
費
は
無
料
で
す
。

前
日
ま
で
に
直
接
・
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

▼
消
防
署
（
�
６３
・
１
１

２
５
）
▼
消
防
署
北
部
分
署

（
�
６５
・
０
１
１
９
）

て
は
、「
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
単
位
の
方
が
活
動
し
や

す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
団

中川雅義さん

市
内
の
事
業
所
が

訓
練
成
果
を
競
う

自
衛
消
防
隊
連
絡
協
議
会

は
、
１０
月
１９
日
に
訓
練
大
会

を
開
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
消
火
器
で
燃

え
て
い
る
火
を
消
す
「
消
火

器
訓
練
」
と
、
的
を
狙
い
放

水
す
る「
屋
内
消
火
栓
訓
練
」

が
行
わ
れ
、
ス
ピ
ー
ド
や
正

確
性
を
競
い
ま
し
た
。

消
火
器
訓
練
の
部
に
は
９

事
業
所
が
参
加
し
、


Ｄ
Ｎ

Ｐ
テ
ク
ノ
パ
ッ
ク
関
西
田
辺

工
場
が
優
勝
。
昨
年
は
屋
内 長尾繁夫さん

自衛消防隊訓練大会で訓練の成果を披露する出場者

10月22日の市長査閲で小隊訓練を行う消防団員（田辺
公園多目的運動広場）

追
加
募
集

防災訓練で倒壊家屋からの人命救出訓練を見学するみなさん（10月29日、田辺中学校）
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読書の秋の到来です。読書週間
が10月27日から始まっています。
秋の夜長に本から知識や物語を
取り入れ、人間味を深められる貴
重な季節となりました。

本は買って読むのもいいですが、
短期間に沢山読みたいという人に
は図書館がオススメです。
この機会に、以前から興味のあ
った本を一気に読んでみませんか。

おはなし会
▼11月4日�…風の神と子ど
も▼11日�…三びきのこぶた▼
15日�…うしろにいるのだあれ
（英語のおはなし会）▼18日�
…仙人のおしえ▼22日�…かさ
じぞう▼25日�…寝太郎
土曜日…午後3時～3時30分、
水曜日…午後3時30分～4時。

ギャラリー
▼「風季の陶教室作陶展～手
のひらのやさしさを集めて
～」：宇都宮登美江＝11月7日
�～12日�▼「渾渾会展」：澤
田正一＝14日�～19日�▼「第
7回ＧＥＮの太陽たち」：玉井
源人＝21日�～12月3日�

映画会
今月は日本のコメディ特集で
す。
11月4日�…家族ゲーム▼11
日�…いこかもどろか▼18日�
…あげまん▼25日�…ラヂオの

時間
いずれも土曜日の午前10時30
分から。

おはなし会
▼11月4日�…三年峠▼11日
�…風の神と子ども▼18日�…
ギーギードア▼22日�…おばけ
のもり▼25日�…あたまに柿の
木▼12月2日�…こびとのくつ
や
土曜日…午前11時～11時30
分、水曜日…午後3時30分～4時。

巡回就労相談
11月20日�午前10時～午後4
時30分、山城北保健所（田辺総
合庁舎内）。対象は、府内に在
住するひとり親家庭の人。10人
程度（先着）。電話で申し込み。
�府母子家庭等自立支援セン
ター（�075-252-6010）

わいわい広場
11月21日�午前10時～11時30
分、中部住民センター。午前9
時30分から受け付け。対象は、
0から3歳児とその保護者。おじ
いさん、おばあさんもぜひどう
ぞ。内容は、親子で遊ぼう。
�民生児童委員協議会事務局

（社会福祉課内、�64-1371）

親子体操
11月22日�午前10時～11時15
分、中部住民センター。対象は、
2・3歳児とその保護者。無料。
ボール、なわとび、上靴、タオ
ル、お茶を持参。指導は、ス
ポーツ少年団認定指導員の堀井
洋子さん。申込不要。
�草内民生児童員協議会▼草
島（�65-1551）▼山崎（�
62-2217）▼四宮（�62-5557）

パソコン要約筆記入門
実際に文字入力などをしても
らいながら、パソコン要約筆記
についての理解や認識を深めて
もらうための講座を開きます。
12月5日�午後1時～4時、社
会福祉センター。対象は、文字
入力ができる人。内容は、パソ
コン要約筆記について、要約筆
記ソフトの使い方など。無料。
11月24日�までに申し込み。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

カウンセリング・ミニ講座
11月25日�午前10時～正午、
社会福祉センター。講師は、ラ
ンズ研究所　教育・心理カウン
セラーの森本彰廣さん。講演と
簡単な心理テストなどを行いま
す。無料。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

ひだまりの会
11月28日�午後0時～3時、洛
南寮。対象は、市内の高齢者。
昼食を一緒に食べ、カラオケ大
会を楽しみます。昼食代（500
円）は自己負担です。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

和美の会創作展
和美の会は、油絵展を開きま
す。
11月8日�～12日�午前10時
～午後5時、コミュニティホー
ル。
�和美の会　渡辺和男（�
62-8212）

ロームフェア
同志社大学京田辺キャンパス
にある同志社ローム記念館は、
「ロームフェア（後援＝市）」を
開きます。
11月14日�～16日	午前11時
～午後7時、同志社ローム記念
館（同志社大学京田辺キャンパ
ス内）。▼ローム記念館プロジ
ェクト・同志社大学・同志社女
子大学の紹介パネル展示▼ドリ
ンク・フードサービス（ポップ

おはなし会
▼11月8日�…ネコのおりょ
うり▼15日�…「大工と鬼六」
いずれも午後3時30分～4時。

映画会
子供向け映画会を行います

（申込不要）。
11月25日�▼午後1時～2時…
ハムハムランド大冒険▼午後2
時～3時30分…モンスターズ・
インク

読書の秋は図書館へ

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

イ ベ ン ト �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

市民総体ボウリング
12月3日�午前10時から受け
付け、マスターズボウル新田辺。
個人戦・団体戦。対象は、市内
に在住・通勤・通学する小学生
以上の人。参加費▼個人の部…
1人1千円▼団体の部…1チーム4
千円。どちらも貸し靴代込み。
11月20日�午後5時までに、田
辺中央体育館に備え付けの申込
書を持参・郵送またはファクス
で申し込み。
�社会体育協会事務局（〒
610-0331京田辺市田辺丸山19、
田辺中央体育館内、�62-1501、
�62-1534）

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
特
徴

▼
単
一
の
種
目
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
種
目
を
行
う

▼
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
初
心
者
か
ら
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
競
技
者
ま
で
、
地
域
の
だ
れ
も
が
年
齢
、
興

味
・
関
心
、
技
術
・
技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
活
動
で
き
る
▼
活
動
の
拠
点
と
な
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
り
、
定
期
的
・
継
続
的
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
▼
指
導
者
が
い
て
、
個
々

の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
が
行
わ
れ
る
▼
先

の
こ
と
に
つ
い
て
地
域
住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る

（仮称）京たなべ・同志社総合型地域スポーツクラブ

感じる寄せ植え盆栽を作って
みませんか。
12月16日�午後1時30分～3
時、中央公民館。対象は、市
内に在住・通勤する人。3千円
（材料、植木鉢代）。先着35人。
11月6日�から24日�までに、
はがき・電話またはファクス
で申し込み。
�
京田辺市都市緑化協会

（〒610-0331京田辺市田辺28-
1、�・�63-0433）

国際交流料理教室
京田辺国際交流協会は、国
際交流ふれあいお料理プラザ
「世界の仲間と料理教室」を開
きます。外国人を講師に迎え、
家庭料理を教えていただき出
身国のお話を聞きながら交流
します。
12月2日�午前10時～午後2
時、中央公民館。500円。エプ
ロン、ふきんを持参。先着30
人（ただし、昨年開催のイン
ド料理教室に参加した人は応

正月用の盆栽講習会

京田辺市都市緑化協会は、
正月用の盆栽講習会を開きま
す。松竹梅で、お正月らしさを

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

募 　 　 集 �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

ペタンク教室
総合型地域スポーツクラブの
一環としてペタンク教室を開き
ます。11月21日・28日、12月5
日・12日・19日、いずれも火曜
日午前10時～11時30分、田辺公
園多目的運動広場。対象は、市
内に在住・通勤・通学する18歳
以上の人。50人（申込多数の場
合は抽選)、2千円。11月15日�
午後5時（必着）までに、往復
はがきに教室名・氏名（ふりが
な）・年齢・住所・電話番号を
書いて郵送または、はがきを持
参し直接窓口で申し込み。
�社会体育課（�64-1394）

市は、同志社大学のスポーツ施設の開放や体育会クラブなど
の協力を得て、日常にスポーツに親しむことができる環境づ
くりとして「（仮称）京たなべ・同志社総合型地域スポーツク
ラブ」の設立に向けた取り組みを行っています。
くわしくは、社会体育課（�64-1394）へお問い合わせくだ
さい。

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

ス ポ ー ツ �

社会福祉協議会�

コーン・綿菓子など）▼ローム
�の研究開発・製品の展示な
ど。
�同志社ローム記念館事務室

（同志社大学京田辺校地総務課
内、�65-7800）

かがやき男女共同参画部会
11月18日�午後1時30分～3時
30分、中央公民館。介護保険制
度の改定について、5年目の制
度見直しでどう変わったのか一
緒に学びましょう。どなたでも
参加できます。
�京田辺女性ネットワークの
会かがやき▼水野（�63-3644）
▼高橋（�62-0230）

国立国会図書館見学デー
国立国会図書館関西館では、
日曜見学会を開きます。館内案
内ツアーや電子図書館事業の紹
介・実演を行います。どなたで
も自由に入館できますので、気
軽にお立ち寄りください。
11月19日�午前10時～午後4
時、国立国会図書館関西館（精
華町ユータウン向かい）。無料。
手続き不要。年齢制限なし（子
ども連れの人も入館可）。
�国立国会図書館関西館総務
課（�98-1223）

収穫感謝の集い
普賢寺ふれあいの駅は、収穫
感謝の集いを開きます。ウェル
サンピア京都提供の野菜具だく
さん味噌汁の無料接待（先着
300人）や、普賢寺産のお米と
他所のお米の食べ比べがありま
す。
11月23日�午前9時から、普
賢寺ふれあいの駅。
�普賢寺ふれあいの駅（�
62-4250）

募できません）。11月13日�か
ら電話で受け付け（土・日曜日
と祝日を除く、午前8時30分～
午後5時）。
�市民参画課（�64-1314）
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お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

福 　 　 祉 �
視覚障害者の料理教室
市は、視覚障害者を対象に料
理教室を開きます。材料の下準
備から、味付けまでみんなで分
担して行っています。ボランテ
ィアや、同じ障害を持っている
人と交流しながら楽しいひとと

▽市へのはがき・郵送での申し込みは、�
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」�
　でお送りください。�
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。�
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。�
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は�と表記しています。�

今月の�
　お知らせ�
今月の�
　お知らせ�

11月は市・府民税の納付月
11月は市・府民税第3期分の
納付月です。市・府民税は、前
年中に一定の所得があった人に
対し課される税金です。納期は
7月、9月、11月、翌年1月の４
回分割になっています。納期限
内に納付されなかった場合は、
各納付月の翌月に督促状を発送
します。督促状を発送した際は、
本税とは別に督促手数料として
200円を加算し、場合によって
は延滞金も徴収することとなり
ます。なお、納期限内に納付が
できない場合は、分割納付など
の納付方法について、相談を受
け付けていますので、未納のま
ま放置しないで早めに納付相談
にお越しください。
また、口座振替・自動払込を
利用の人は預貯金残高のご確認
をお願いします。
�収納対策室（�64-1318）

戦傷病者の妻に給付金
戦傷病者である夫の日常生活
上の介助や看護、家庭の維持な
どのために払ってこられた妻の
精神的労苦に対して、国から特
別給付金が支給されます。請求
の受付期限は、平成21年9月30
日です。対象となる人は次のと
おりです。▼平成13年4月2日か
ら平成15年4月1日までの間に夫
が5款症以上の傷病恩給などを
受けた妻、既に5款症以上の傷
病恩給などの受給権を有してい
た戦傷病者と上記の期間に婚姻
された妻▼平成13年4月1日まで
に戦傷病者などの妻に対する特
別給付金を受け、平成18年10月
1日においても夫が傷病恩給な
どを受給している妻▼戦傷病者
などの妻に対する特別給付金の
受給権を取得し、平成15年3月
31日までに戦傷病者である夫が
平病死（認定された戦傷病以外
の原因により死亡）した妻。
�社会福祉課（�64-1372）

たいあっぷ住宅入居者募集
府が認定した優良なファミ
リー向け賃貸住宅「たいあっぷ
住宅」では、入居者を随時募集
しています。
▼レストプレイス西川（田辺
中央6丁目7-3）▼プレステージ
壱番館（田辺中央3丁目3-1）▼
サンフローライタ（田辺中央6
丁目7-1）▼スマイルオーキッ
ト（河原北口43）。所得制限な
どの入居条件あり。所得に応じ
て家賃の減額措置もあります。
くわしくは、お問い合わせくだ
さい。
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市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�
�府住宅供給公社（�075-
432-2086）

京奈道路夜間通行止
舗装補修工事などのため、京
奈道路が夜間通行止めとなりま
す。
【城陽IC～田辺西IC上下線】
…11月13日�～17日�。木津川
橋のバイク・自転車専用路は通
行できます。【田辺西IC～木津
IC上下線】…11月13日�～22日
�。いずれも午後8時～午前6時。
ただし、土・日曜日は除く。荒
天中止。
�西日本高速道路株式会社
関西支社　茨木管理事務所（�
072-622-4887）

歳末くらしの資金
社会福祉協議会は、「歳末く
らしの資金」の申し込みを受け
付けます。
申込資格は、本市に住民登録
をし、1年以上住んでいる世帯
主で、暮らしに必要な生活資
金・療養資金などが一時的に必
要な人。ただし、夏期・歳末く
らしの資金償還の返済が終わっ
てない人や市の貸付金（生活更
生資金など）や公的扶助（生活
保護）を現在受けている人は申
し込めません。1世帯10万円以
内。申し込みには、実印が必要。
12月4日�～8日�の午前９時～
正午と午後1時～4時、社会福祉
協議会事務局（社会福祉セン
ター内）で受け付け。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

健 　 　 康 �

寄　　付寄　　付�寄　　付�

表　　彰�

人　　事�

部が福祉のために、10万円。

難病相談（膠原病）
11月8日�午後1時～3時30分、
山城北保健所。対象は、膠原病
（ベーチェット病、全身性エリ
テマトーデス、強皮症、多発性
筋炎、慢性（悪性）関節リウマ
チなど）とその疑いがある人や
その家族。6人。専門医による
個別相談と指導・助言。担当医
師は、京都第一赤十字病院糖尿
病・内分泌・リウマチ科部長の
福田亙さん。
�山城北保健所（�21-2911）

就職支援セミナー
退職後、早い段階から求職活動を
行うことのメリットや早期再就職の
ための準備（自己分析など）、気持ち
の準備（心構え）などについて、セ
ミナーを開きます。講師は、�東京
リーガルマインド専任講師の畑中文
子さん。11月2日	・9日	・16日
	・24日�・30日	、いずれも午後3
時30分～4時30分、ハローワーク田辺。
無料。事前申込不要。

再就職セミナー
ビデオで履歴書・職務経歴書の書
き方を学びます。あなたもビデオを
見て、作成方法をあらためて考えて
みませんか。11月10日・17日、いず
れも金曜日の午前10時～10時50分、
ハローワーク田辺。無料。事前申込
不要。

パートの再就職セミナー
11月24日�午前10時から、ハロー
ワーク田辺。無料。事前申込不要。

環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
甘

南
備
園
は
、

剪
定
樹
木
を

粉
砕
し
た
チ

ッ
プ
材
を
市

民
の
み
な
さ

ん
に
無
料
配

布
し
ま
す
。

同
園
で
は
、

公
共
緑
地
な

ど
か
ら
発
生

し
た
剪
定
樹
木
を
木
材

チ
ッ
プ
機
で
粉
砕
処
理

し
、
チ
ッ
プ
化
し
て
い

ま
す
。
家
庭
菜
園
な
ど

で
必
要
な
人
は
配
布
場

所
に
直
接
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１１
月
２５
日
�

と
２６
日
�
い
ず
れ
の
日

も
午
前
９
時
か
ら
１１
時

３０
分
と
午
後
１
時
か
ら

４
時場

所
＝
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
天
王
碧
水
園

（
京
田
辺
市
天
王
奥
別
所

３７
）府

道
枚
方
山

城
線
と
天
王
津

田
線
の
交
差
点

か
ら
天
王
方
面

に
約
３
０
０
ｍ

チ
ッ
プ
を
入

れ
る
袋
、
ス
コ

ッ
プ
な
ど
は
持

参
し
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝

環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
甘
南
備
園

（
�
６２
・
４
３
２

８
）

チップ材を無料配布

家庭菜園やガーデニングにいかがですか

きが過ごせます。多くの人の参
加をお待ちしています。
11月17日�午前10時～午後1
時30分、社会福祉センター。対
象は、市内に在住する視覚に障
害のある人。300円（材料費）。
11月15日�までに申し込み。
�▼府視覚障害者協会京田辺
支部長　岡井（�65-3045）▼
市社会福祉課（�64-1372）

難聴者の研修・交流会
12月5日�午前9時10分～午後
2時（雨天決行）。集合は、9時
10分、JR京都駅中央口。JR京都
駅→JR馬堀駅→トロッコ列車→
嵐山散策→昼食・歓談。対象は、
聞こえに不自由を感じている人
とその家族、難聴者・中途失聴
者の人とその家族、聴覚障害者、
福祉関係者または関心のある
人。1千500円（身体障害者手帳
をお持ちの人は持参してくださ
い）。11月15日�までに電話・
ファクス・はがきで氏名・住
所・連絡先をご連絡ください。
�相楽郡聴覚言語障害セン

ター　有野（〒619-0214木津
町木津上戸15、�・�72-6862）

ふらっとでシンポジウム
障害者生活支援センターふら
っとは、障害を持っている人の
就労を、当事者、企業、福祉関
係者と共に考えるシンポジウム
を開きます。障害を持つ人の就
労に関心がある人なら、どなた
でも参加できます。
11月19日�午後1時～4時30
分、社会福祉センター。無料。
�障害者生活支援センターふ
らっと（�68-1070、�68-
1071）◎NPO法人大和GREEN倶楽

問合せ先＝ハローワーク田辺（京田辺市田辺中央2-1-

23、�65-8609）
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今回はこれまで紹
介してきたお茶を味
わっていただける文
化祭や産業祭につい
てご紹介します。両
イベントにはさまざ
まなお茶にまつわる
出展がされます。そ
の内容としては特産
玉露の無料接待や販
売、手もみの実演、
玉露そばの販売など
が毎年行われていま
す。それに加え今年の文化祭では10月1日号でご紹
介した農林水産大臣賞受賞の碾茶（てんちゃ）を味
わっていただけます。めったにない機会ですので、
ぜひほんまもんのお茶を味わいに来てください。
問合せ先＝農政課（�64-1362）

市
は
「
は
た
ち
の
言
葉
一

筆
啓
上
」
と
し
て
、
新
成
人

を
対
象
に
、「
２０
年
を
振
り

返
り
、
今
、
思
う
こ
と
」
や

「
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ
伝

え
た
い
こ
と
」「
成
人
と
な

る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
権

利
・
義
務
（
選
挙
権
等
）
に

つ
い
て
思
う
こ
と
」
な
ど
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま

す
。
優
秀
作
品
は
、
成
人
式

式
典
（
平
成
１９
年
１
月
７
日

教
育
委
員
会
は
、
平
成
１９

年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
子
ど
も
の
健
康
診
断
を
行

い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

平
成
１２
年
４
月
２
日
か
ら
同

１３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

日
時
・
場
所
＝
下
表
の
と

お
り１０

月
１
日
現
在
、
市
内
に

在
住
し
て
い
る
保
護
者
に
送

付
し
た
案
内
通
知
に
書
い
て

い
る
小
学
校
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
学
校

教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。▼

１０
月
１
日
現
在
、
市
内

に
在
住
し
て
い
る
人
で
同
通

知
が
届
い
て
い
な
い
人

▼
１０
月
１
日
以
降
に
本
市

普
賢
寺
・
大
住
両
児
童
館

は
、親
子
教
室
を
開
き
ま
す
。

開
催
日
＝
▼
普
賢
寺
児
童

館
…
平
成
１９
年
１
月
９
日
	

〜
３
月
１６
日
�
の
ク
ラ
ス
ご

と
に
指
定
す
る
曜
日
▼
大
住

児
童
館
…
平
成
１９
年
１
月
１０

日
�
〜
３
月
１６
日
�
の
ク
ラ

ス
ご
と
に
指
定
す
る
曜
日

対
象
児
・
開
催
日
時
・
場

所
・
定
員
・
内
容
＝
下
表
の

と
お
り

時
間
＝
▼
午
前
の
部
…
午

前
１０
時
〜
１１
時
▼
午
後
の
部

…
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０

分
申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
参
加
希
望
ク
ラ

ス
（
普
賢
寺
児
童
館
は
、
希

望
曜
日
と
時
間
も
）
・
住

所
・
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
子
ど
も
の
性
別
と
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
返

信
用
に
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
、
参
加
を
希
望
す
る
児
童

館
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

同
教
室
に
初
め
て
参
加
さ
れ

る
人
は
「
初
め
て
の
参
加
」

と
書
い
て
く
だ
さ
い

初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま

す
が
、
応
募
者
が
多
数
の
時

は
抽
選
し
ま
す
。

同
じ
年
齢
の
ク
ラ
ス
で
両

児
童
館
の
教
室
を
兼
ね
て
の

応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
め
き
り
＝
１１
月
２４
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

�

午後2時30分～2時45分�

午後2時～2時20分�

午後1時10分～1時25分�

田　辺�

午後2時20分～2時30分�

実施場所�
（小学校名）�

実施日�

午後2時10分～2時25分�

午後1時～1時15分�

受付時間�

午後1時45分～2時�

午後1時20分～1時30分�

11月13日��

11月9日��

11月6日��

11月8日��

11月29日��

11月21日��

11月27日��

11月21日��

実施時間�

午後1時45分～�

午後2時～�

大　住�

午後1時35分～�

午後2時～�

午後1時15分～�

午後2時30分～�

午後2時35分～�

午後2時20分～�

午後2時25分～�

薪�

三山木�

松井ケ丘�

桃　園�

午後1時30分～2時�11月30日��田辺東�

普賢寺�

草　内�

健康診断の日程表�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
普

賢
寺
児
童
館
（
〒
６
１
０
・

０
３
２
３
京
田
辺
市
水
取
門

田
６
・
３
、
�
６５
・
０
１
５

３
）
▼
大
住
児
童
館
（
〒
６

１
０
・
０
３
４
３
京
田
辺
市

大
住
内
山
７
、
�
６８
・
２
２

２
５
）

�
午
後
１
時
か
ら
開
催
）
に

て
表
彰
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す

る
、
昭
和
６１
年
４
月
２
日
か

ら
同
６２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

応
募
方
法
＝
作
品
と
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

成
人
式
案
内
状
の
出
欠
返
信

通
知（
１１
月
中
旬
発
送
予
定
）

の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い

作
品
は
、
句
読
点
を
１
字

と
し
て
２
０
０
字
以
内
と
し

ま
す
。
詩
・
文
な
ど
の
形
式

は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
期
間
＝
１１
月
１
日
�

〜
１２
月
８
日
�

応
募
・
問
合
せ
先
＝
社
会

教
育
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
９
３
、
�
６４
・
１

３
９
０
）

ほんまもんのお茶を楽しもう①�

ブレイクタイム�

京田辺玉露ブレイクタイム�京田辺玉露ブレイクタイム�

シリーズ14

京田辺玉露�ブレイクタイム�

に
転
入
し
た
人
（
前
住
所
地

で
受
診
し
た
人
を
含
む
）
ま

た
は
、
市
内
で
転
居
し
校
区

が
変
わ
っ
た
人

く
わ
し
く
は
、
学
校
教
育

課
（
�
６４
・
１
３
９
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
先
に
長
い

爪
を
つ
け
優
雅

に
動
か
し
、
座

っ
た
ま
ま
上
半

身
を
反
ら
し
頭

を
地
面
に
つ
け

た
り
す
る
な
ど

の
演
技
を
披
露

し
大
住
中
の
生

徒
た
ち
を
魅

了
。１０

月
１９
日
、

南
タ
イ
舞
踊
学

校
か
ら
７
人
が

大
住
中
学
校
を

訪
れ
、
同
中
学

校
の
２
年

生
１
９
５
人
と
『
舞
』

を
通
じ
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

同
舞
踊
学
校
の
生

徒
た
ち
は
、「
ノ
ー
ラ
」

と
い
う
舞
を
中
心
に
、

南
タ
イ
に
伝
わ
る
古

典
舞
踊
を
３
曲
披
露
。

き
ら
び
や
か
な
衣
装
で
軽

快
な
動
き
の
舞
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
身
に
付
け
て
い

る
衣
装
の
重
さ
が
７
㎏
も

あ
る
と
い
う
説
明
を
受

け
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
驚

き
の
声
が
。

最
後
に
生
徒
た
ち
は
、

「
ソ
ー
ト
ソ
イ
マ
ー
ラ
ー
」

と
い
う
手
の
動
き
を
教
え

て
も
ら
い
輪
に
な
っ
て
踊

る
と
「
手
首
の
動
き
が
難

し
い
。
手
を
ず
っ
と
上
げ

て
い
る
の
が
し
ん
ど
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

ノ
ー
ラ
の
舞
を
披
露
す
る
南
タ
イ
舞
踊
学
校
の
生
徒
た
ち

（
大
住
中
学
校
）

小規模企業共済制度
小規模企業共済制度は、個人事業主
または会社などの役員が事業をやめた
り退職した場合に、生活の安定や事業
の再建を図るための資金をあらかじめ
準備しておく国がつくった共済制度
で、いわば「小規模企業の経営者のた
めの退職金制度」と言えます。
この制度の特徴は、掛け金は全額所
得控除。受け取る共済金も退職所得扱
いまたは公的年金などの雑所得扱いと
なります。
経営セーフティ共済（中小企業倒産
防止共済制度）

経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産
が原因で、経営悪化の危機に直面してしまった
時に資金を借り入れることができる制度で、中
小企業を守るために国がつくった共済制度です。
無担保・無保証人で、積み立て掛け金の10倍の
範囲内（最高3千200万円）で被害額相当の共済
金が借り入れできます。毎月の掛け金も税法上、
必要経費または損金に算入できます。
問合せ先＝独立行政法人中小企業基盤整備機
構（�03-5470-1540）

共
済
制
度
の
加
入
を

中
小
企
業
の
人
へ

ＰＯＣＫＥＴ
ＣＡＭＥＲ

Ａ
ポ
ケ
ッ
ト
カ
メ
ラ
ＰＯＣＫＥＴＣＡＭＥＲＡポケ

ット

カ
メ
ラ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｍ
ＥＲ
Ａ

ポケ
ット
カメラ 　　

まちのできごとをまちのできごとを�
紹介します紹介します�

まちのできごとを�
紹介します�

ポケットポケット�
　カメラ　カメラ�
ポケット�
　カメラ�

ポケット�
　カメラ�


